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安全の誓い

山形県内における建設業の労働災害は、会員をはじめ関係者の

たゆまぬ努力により長期的には減少傾向にあり、令和５年の休業

４日以上の死傷者数は188名で、対前年比10名、5.1％減でし

たが、依然として憂慮すべき状況にあります。

建設業界は今、時間外労働の上限規制への対応など働き方改革

の推進、技能者、技術者の慢性的な不足や高齢化の進展などの影

響もあり、労働災害発生リスクの高まりが懸念されています。こ

うした中にあって、建設業が魅力ある産業として次世代層にも周

知され、地域社会と共に持続・発展するためには、現場における

安全と安心は不可欠であります。

このため、「安全は全てに優先する」という基本理念のもと、

建設業に従事する全ての人が労働災害のない安心して働ける職

場環境を実現するため、

一、多発する「墜落･転落災害」の防止対策を徹底する

一、現場におけるメンタルヘルス対策を推進する

一、リスクアセスメントを確実に実施し、リスクの低減を図る　　　　　　

一、安全衛生教育を一層推進する

を重点として、関係者が一丸となって、安全衛生活動に取り組む

ことを誓います。



令和６年７月５日

第５９回 山形県建設業労働災害防止大会
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